
令和２年度 市政ネットモニター 調査結果 

 

テーマ 成年年齢引き下げ後の成人式の開催時期及び開催方法について 

目的 

令和４年（2022 年）４月に成年年齢を２０歳から１８歳に引き下げる「民

法の一部を改正する法律」が施行される。成人式の開催時期については法

的根拠がないことから、各自治体で開催時期を決定しているため、開催時

期の検討を行ううえで市民の皆さまから広く意見を聴取するためのもので

す。 

 

調査期間 令和 2年 7月 15 日（水）～8月 3日（月） 

モニター数 155 名（男性：54 名／女性：101 名） 

回答数 143 名（男性：53 名／女性：90 名） 

回答率 92.3％ 

 

【今回の回答モニターの基本属性】 

（１）性別 

男性 53 名 

女性 90 名 

合計 143 名 

 

（２）年代 

年代 男性 女性 合計 

10 代 0 名 0 名 0 名 

20 代 5 名 9 名 14 名 

30 代 9 名 37 名 46 名 

40 代 6 名 23 名 29 名 

50 代 11 名 13 名 24 名 

60 代 14 名 7 名 21 名 

70 代 5 名 1 名 6 名 

80 代 3 名 0 名 3 名 

合計 53 名 90 名 143 名 

 

（３）職業 

年代 男性 女性 合計 

会社員 19 名 25 名 44 名 

自営業 3 名 8 名 11 名 

農林水産業 1 名 1 名 2 名 

公務員 5 名 2 名 7 名 

パート・ 

アルバイト 
4 名 24 名 28 名 

家事専業 2 名 22 名 24 名 

学生 1 名 2 名 3 名 

無職 13 名 3 名 16 名 

その他 5 名 3 名 8 名 

合計 53 名 90 名 143 名 
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問１ 
令和４年（2022 年）４月に成年年齢が 20 歳から 18 歳に引き下げられます。成年年齢

が 18 歳に引き下げられた後の成人式について、どう考えますか。（関連：問 2・4） 

 

今までどおり 20 歳を対象として開催した方が良い 98 

対象年齢を 18 歳に変更して開催した方が良い 43 

その他 2 

<回答者：143 名> 

 

 

 

 

《生涯学習課のコメント》 

引き続き「20 歳」による式典の開催を希望する意見が７割近く寄せられている。（関連：問 2・4） 

 

 

問２ 
問１で「ア 今までどおり 20 歳を対象として開催した方が良い」と回答した方にお伺

いします。どのような理由で 20 歳の開催が良いと考えますか。 

 

18 歳は、進学や就職活動等で大事な時期であるため 35  

飲酒・喫煙等が認められるのは、20 歳であるため 43  

20 歳を対象とした開催が定着していることから、名称を変更して

引き続き開催した方が良いため 

18  

その他 2  

<回答者：98 名（問 1「ア」の回答者）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《生涯学習課のコメント》 

「飲酒・喫煙等が認められるのは、20 歳からであるため」が 44%となり、法律上の制限がなくなる 20

歳を節目に社会の一員としての自覚と責任を促す機会とすることを希望する意見が最も多く寄せられ

た。次いで「18 歳は進学や就職活動等で大事な時期であるため」が 36%となり、本人や家族の負担や

出席率の低下などを考慮した意見が寄せられた。 
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問３ 

問１で「ア 今までどおり 20 歳を対象として開催した方が良い」と回答した方にお伺い

します。20 歳を対象として開催する場合、式典の名称はどのような名称が良いと考え

ますか。 

 

二十歳を祝う会 17  

二十歳の集い 20 

二十歳を祝う集い 12 

「成人式」の名称のままで、変更しなくてよい 47 

その他 1 

<回答者：97 名（問 1「ア」の回答者）> 

 

 

 

《生涯学習課のコメント》 

馴染みのある現在の「成人式」の名称のままの希望が 5 割近くとなった。 

他の候補 3つの名称についてもそれぞれ各 1〜2割意見があり、回答が分かれた結果となった。多く

の方に納得いただけるような名称の検討が求められる。 

 

 

 

 

問４ 
問１で「イ 対象年齢を 18 歳に変更して開催した方が良い」と回答した方にお伺いしま

す。どのような理由で 18 歳の開催が良いと考えますか。 

 

成人になった自覚や責任を持たせる機会となるため 18 

法律の改正の成年年齢に合わせるべきであるため 20 

18 歳を対象とした場合、地元から離れていないことが多く、参加しや

すいため 

5 

その他 0 

<回答者：43 名（問 1「イ」の回答者）> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《生涯学習課のコメント》 

「法律の改正の成年年齢に合わせるべきであるため」が 46%となり、成年年齢に合わせることがふさわ

しいとの意見が最も多く寄せられた。次いで、「成人になった自覚や責任を持たせる機会となるた

め」が 42%となり、法律で成年年齢となる 18 歳に対して、成人としての自覚と責任を促す機会が必要

との意見が寄せられた。 
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問５ 
現在、成人式は成人の日（１月の第２月曜日）の前日に行っていますが、いつ行うのがよ

いと考えますか。 

 

成人の日の前日（これまでと同じ） 97 

成人の日 15 

ゴールデンウィーク（４月末から５月上旬） 11 

お盆（８月中旬） 10 

その他 5 

<回答者：138 名> 

 

 

《生涯学習課のコメント》 

他の候補 3つの日程についてもそれぞれ各 1〜2割意見があり、回答が分かれた結果となった。ま

た、下記問 6の意見に、冬期の開催は、様々なウイルスの流行時期であることや降雪時の振袖参加者

等への懸念などにより、開催時期の見直しの意見も寄せられた。 

 

 

問６ 
成人式の内容やあり方等について、思っていることなどがありましたら、ご自由にご記

入ください。（※一部抜粋） 

 

【実施の有無について】 

・20 歳を祝う集いとして社会人の自覚を確認するためにも行うべき。 

・問題を改善しながら、新しい時代にあったやり方へ変更していく必要があるので、成人が 18 歳へと変わるこ

とが良い機会になるよう期待している。 

・旧友に会う滅多にない機会なので、ぜひ今後もなくさないでほしい。 

・２０歳への節目と様々な方々への感謝を示す機会作りとなる。 

・そもそも成人式の必要性をあまり感じていない。 

・これを機に無理に行わなくても良いのではないか。 

・18 歳で、成人式を開催すれば、18 歳、19 歳、20 歳の合同成人式をやらなければならないが、そんな会場は、

あるのか疑問である。関係業界（呉服関係、美容室関係、写真関係）の対応も難しいのではないか。 

 

【実施内容について】 

・責任を持つことが大事であることをもっと自覚できる内容のある式であってほしい。 

・成人式に出て良かったなと思えるような式にしてほしい。 

・式典という形式にこだわらず、市からお祝いの品を贈るだけで十分と思う。 

   ・交通渋滞や感染症対策などの面から考えて、中学校区分散型で行うのが良いのではないか。 

・行政側だけではなく、新成人に希望を募り実行委員を決め、主体的に参加させてはどうか。 

・周りの環境もあろうが、当事者（18 歳）の方々の考えも反映出来ればと思う。 

・成人式対象の方達の意見を大事にしたほうが良いのではないか。 

   ・福島市の歴史や市政の現状将来の構想など説明する場もあっても良いのではないか。 

 

《生涯学習課のコメント》 

引き続き、社会的に自立した 20 歳を対象に自覚と責任を促す機会として開催を求める意見が多く寄せら

れた。また、令和 4 年（2022 年）に成年年齢の対象となる当事者の意見も尊重すべきという意見も寄せ

られた。そして、開催方法や式典内容については、新成人がより主体となって関わることができる形態に

よる実施や、新成人が改めて自らの立場を見つめ直すとともに、新しい人生の門出をお祝いする機会と

なるような内容の充実が求められる。 
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